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Abstl・nel   

This review deals wiもh analysIS Oぎsoeialvespid sting・SinJapanin relation もO  
aggressivebehaviorsofsocialvespidwasp臥  
Therewere7柑d組thsrromstingsbysocialwasps andb¢eSinJapan rorthe20－y8ar  

period，1979througIh1998，anaVerageOf30deathsperyear．でhe痛ree mostimportaIlt  
groupsorHymenopterainsecもsresponsiblerorratalstings wereVゼ叩αSppり Ve叩比Zα  
Spp．andダ0～王ぶ£eぶSpp‥The ratio of maleもO remale deaths was4times．OflO8s血g  

dea軌sonly13（臥4％）wereamong・personsless抽an30yearsorage；81．2％werethose  
40－60yearsofa酢．Mostofthesedeathsresultedfromallergy（anaphylaxisshoek），  
ratb¢rtbanも0Ⅹi〔≡ef紬cもSOfveIlOm．   

Muchofthe discussion arecentered on軌ederensiveandag・greSSまve behaviorofthe  

SOCialwaspsag・alnStmammaliaIlneStintruders，andinformat血－isreviewedon the  
following aspects：（1）major features or theliどe hisとory，（2）predators and  
parasiもoides atはCking・もhe colony，（3）behavioraideどensive mechanisims against  

colony predaもOrS，and（4）factors arfectillg the deg・ree Of derensive and ag官reSSive  

behavior．The degree or酢1ard，Warnl】1g，threat and attack exhibited by themis  
depende‡ltupOllanumberoぎcondまtions，including・（1）speciesdifr¢renCeS（2）colony  

size，（3）state or colony growth，（4）colony history，（5）hornet predatねn，（6）  
queenrighもOrOrphanedcolony，（7）dayornig加，and（幻geog・rallicaldisとribution，and  
a王lortheseconditiorlSareuSuallyillterrelaもed．  

KeyWoTds：WaSpStings・Stingdeaもhs・SOCialwasp・ag官reSSivebebavior  

Vespidaeに属するアシナガバチ亜料Polisもinaeとス  

ズメパチ亜科Vespinaeを指し，巣を中心とした集団   
はじめに  

山椒にアシナガバチやスズメバチと呼ばれているハチ 生活を営み，社会性カリバチsocialwaspと呼ばれる。  

は，分類学的には膜趨‡∃Hymenopteraスズメバチ料   これらのハチはミツバチ科の社会性ハナバチsocial  
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beeであるミツパテやマルハナバチのように應や花粉な  

どを貯愈することはないが，巣内には幼虫や桶などが豊  

富に存在する。それらはヒトも含めた大型の捕食動物に  

とっては栄養価の商い蛋白資源として魅力ある食物塊で  

もある勒抑＝那 。こうした捕食者は，節足動物などの小  

型の捕食者や寄生性天敵などと異なり，たった血度の攻  

撃で砦であるハチの羞勘こ壊滅的な披智を与えることが多  

い。したがって，社会性ハチにとってはこうした大型の  

捕食性天敵からいかに巣を守るかが．日常的に竃婁な課  

題であり，そのためにさまざまな防衛行動を発達させて  

きた‘t）・勒軌軌軋醐 。それが，巣に近寄ったりそれを採  

取しようとすると卜や他の動物に対する行動となり，毒  

針を適して相手の体内に轟液を注入し，しばしば死に追  

いやるほどの激しい損傷を与えるのである。   

蜂刺暖の症状は，ハチの種駁，体内にはいった毒の風  

刺された部位などによって異なる。また，同じ人でも，  

刺された時の体調によって遜ってくる。もっとも興味深  

い点は刺された人の体質によってまるっきり症状の発現  

が異なることである。曹通の体質の人であれば，スズメ  

バチのように集団性で強烈な裔をもつハチによって山鹿  

に数十個所を刺されでもしないかざり，脈拍数の増加  

痛み，凝れ，発熱，かゆみ，皮膚の壊死といった症状の  

経過により数‡ヨを経て終息する。しかし，山域…の人はたっ  

た1頭のハチに手足などを刺されただけで，数分ないし  

数十分以内に全身に尊麻疹が現れ，頭痛，喘鳴，血圧低  

下，呼吸困難などの全身症状に見舞われ，蛮篤な場合に  

は死亡するというアナフィラキシー型過敏症を現す。   

単独他のハチ，たとえばドロバチやアナバチの仲間で  

は，たとえ営巣活動をしている敢申の墨削こヒトがいたず  

らを加えても反撃されることばほとんどない。これらの  

ハチでは巣や内部に貯えた幼虫のための食物などを，ヒ  

トや大型動物から守るという習性はみられないからであ  

る。しかし社会梗ハチでは自分の身よりも，巣または巣  

内の子供などを守ることが優先され，そのための防衛ま  

たは攻撃行動が麒着であり，単独性の有刺ハチ類とは攻  

撃性に本質的な違いがある。   

本稿ではアシナガパチ亜科とスズメバチ亜科のハチを  

中心に，死亡事故も含めた刺症被害の実態とヒトに対す  

る攻撃性に関する既往の知見を紹介する。また，これら  

のハチの防衛や攻撃に関する研究ほ，フェロモンやハチ  

毒などの生窯酎ヒ学分野に関しては出版物が少なくないが，  

行動や生態については日本はもとより欧米でも非常に少  

ない。巣の防術や攻撃の行動は客観的な評価が困難で，  

数数的なデータをともなった研究は鰭鰍こ近いのである。  

したがって，この総説では，筆者自身がこれまでに日本  

や東南アジアで，アシナガバチやスズメバチの果の観察  

や採集の際に体験した多くの未発表の断片的な記録も加  

えてある。  

1．ヒトに対する攻撃と利症被害   

1）ハチによる死亡者数と加害種   

厚生省は1979年よりWHO規格による人‡ニ‡動態統計  

資料として，ハチ刺症による死亡者数について全国的な  

統計を行ない毎年公寂している（図1）。それによれば  

1979～98年までの20年間において，ハチによる死亡者  

数は719名で，性別ではタき性572名，女性147名となっ  

ており，男性が約80％と異常に高い割合を占めている。  

しかしながら，長野県曹木村における11年間にわたる  

総数663例のハチ刺経では，死亡者はなかったが披鱒者  

の性比は男女比1．3：1．0（タき375例，女288例）でや  

や男性が多く，そのうち全身症状を晃した170例では，  

男109例，女61例で有意に男性に多いのが特徴とされ  

ているがT2〉・73〉 ，死亡者はど顔潜な差異はない。なお，  

同統計による20年間の他の刺喫動物による死亡者は，  

轟へどの死者257名（男性128名，女性129名），ツツ  

ガムシ45名（男性23名，女性22名），ムカデ10名  

（男性4名，女性6名）であり，性比はばぽ1：1となっ  

ている。   

イギリスでは後述のクロスズメバチ属を中心としたハ  

チの死亡者70名の性別では，男31名，女39名で，女  

性が多くなっている85）。したがって日本人の場合，男性  

が女性に比べて特異的にハチ刺症により死亡しやすいと  

いえるであろう。   

年間の死亡者切変働では，1984年の73名が政多で，  

股少は1993年の16名であるが，年平均では30名となっ  

ている。戯多年の1984年は全国的にスズメバチが異常  

発生した年であるが，他の年度でも40名以上の死者が  

あった1982，83，86，87，90．94年のいずれも，都市  

におけるスズメバチ駆除数が多かった隼なので恥67〉，  

多発生年にはハチ刺痘が増加し，死亡者も多い傾向があ  

るといえる。また，統計に現れた数字は死亡時にハチに  

刺されたことがはっきりしている場合に限られているが，   
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区＝．ハチ利症による死亡者の年次変動（厚生省人口動態統計による）  

実際には山の中でハチの攻撃を受け不慮の死をとげても，  

ほかの死因にされている場合もあると思われる。   

また，死亡者の年令は．筆者が新‡用記事等により確認  

した154例では10代2例，20代4例，30才代7例，40  

才代40例，50代43例，60才代42例，70才代14例，  

80才代6例となっており，40～60才の中高年が多い。   

これらの犠牲者の加寒椰は厚生省の統計では明らかに  

されていないが，筆者が新聞詑感や各地の保健所などの  

情報をもとに現地調査等により種名を判断できたのは，  

表1のようであった。これによればスズメバチ科のアシ  

づ－ガバチ孤科朗例，スズメバチ漁科悶例，ミツバチ料  

ミツパチ属1例で，Ⅵ血鷹般にスズメパテと呼ばれるスズメ  

バチ亜科のハチが68％を占め，その中でも大型のスズ  

メパチ属によるものが45例で圧倒的に多く，次いで小  

型穫のクロスズメバチ属が26例であるが，小型種でも  

ホオナガスズメバチ属によるものは2例となっている。   

種名のはっきりしているものでは，キイロスズメバチ  

（ケプカスズメバチ）が15例と放多で，次いでオオスズ  

メバチ13例で，クロスズメパテとセグロアシナガパテ  

がともに12例となっている。他は，フタモンアシナガ  

パチ．シダクロスズメバチ，キアシナガバチ，コアシナ  

ガバチ，チャイロスズメパチ，モンスズメパテなどが  

1～4例である。また，ミツパテ（セイヨウミツバチ）  

による死者は，筆者の知る限りでは1名のみで，これは  

1995年7月に，横浜市内で趣味の輩蜂として6群のセ  

イヨウミツバチを飼っていた益雄家の蜜絞りを手伝って  

いた男性（36才）が数誠に刺されたものである。  

北海道におけるハチによる死亡事例として，猪股・高  

橋22）は，1979～1990年の12年間に22名（男18名，女  

4名）が犠牲となり，そのうち種名が特定できたのほ営  

巣していた5例で，キイロスズメバチ2例，オオスズメ  

バチ，クロスズメバチ，シダクロスズメバチ，各1例と  

している。   

東京都下におけるハチ死亡者8名（姓別不明）の場倉  

加審稀は2例がキイロスズメバチを含めたスズメパチ属，  

2例はアシナガバチ亜科（属不明）で，他の4名ほ不明  

とされている2り。   

また，これらの犠牲者を刺したハチの数は，1～教頭  

と十数頭以上に区別してその割合をみると（衣り，ア  

シナガバチ属では26：2で少数個体による攻撃が大那分  

を占める。しかし，スズメバチ亜朋・では，両者の割合は  

33：19となっており，十数頭以上の多数に刺された例  

も3分の1以上を占めている。血血・般に，1～数頭の少数  

個体の刺症による死亡は，蜂轟によるlニ‡：磯死よりも，蜂  

毒申の蛋白成分に対するIg】三抗体が関わるⅠ型アレル  

ギーが原因とされ，アブ一フィラキシーショックを惹き起  

して死亡したとみなされる†）・軌T■り 。しかしスズメバチ  

属では，瞬時に多数のハチに攻撃されることもあり，し  

かも後述のように1頭のハチが体に大顎で噛みついて何  

度も刺すので，十数頭以上の多数に刺された場合，静牲  

が強いうえ1頭当りの覇蜃も多いので，蜂濁そのものの  

生理作月利こよって死亡する場合もあると考えられる。と  

くにオオスズメバチでは数十頭に刺されると，被沓者の  

体内に注入される苺恩ほ攻撃個体数だけでほ推巣できな   
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表1．ハチ利症による死亡者の加客種と刺した個体数  

刺した個体数  
種  名  死亡例数   

1～数頭十数頗以上 不明  

スズメパテ科 Ve5pidae   

アシナガパチ亜科 Polistinae  

アシナガバチ属 Poヱ£β£eぷ  

セグロアシナガパテ タ．ッ0ゐ0九αmαe  

フタモンアシナガパテ ダ．cたi花g花giβ  

キアシナガバチ タ．roまんれり′エ  

コアシナガパテ p．ぶ乃eヱge托i  

不明種  タ．spp．  

12  10  0  2   

・1  3  0  1   

2  2  0  0  

1  1  0  0  

15  10  2  3  

アシナガバチ亜科 計  34  26  2  6  

スズメパテ亜謡】・Vespinae  

クロスズメバ引詞 Ve叩昆£α   

クロスズメバチ 佑／£αび王c呼ぶ  

シダクロスズメパテ Ⅴ．ぶ九£dα£   

不明椰  Ⅴ．spp．  

12  8  3  1  

3  1  1  1   

11  4  2  5  

クロスズメパテ属 計  26  13  6  

ホオナガスズメバチ属 ガ0£ic如ue鱒㍑Zα   

不明確  か．spp．  2  1  0  

ホオナガスズメパチ属 計  2  1  0  

スズメパチ属 Ve叩α   

キイロスズメバチ 11βimfZヱ£mα   

オオスズメバチ Ⅴ．mα花dαri花よα   

チャイロスズメバチ Ⅴ．め′わ0∽βゐ昆   

モンスズメバチ Ⅴ．cJ，αゐro   

不明種  Ⅴ，Spp．  

15  9  3  

13  3  6  

1  0  0  

1  0  0   

15  7  4  

スズメパテ属 計  45  19  13  

スズメパテ亜科 絆  73  33  19  

ミツパテ料   

ミツバチ属．如壷  

セイヨウミツバチ A．meヱ～娩rα  1  1  0  

ミツバチ科 計  
1  1  n  

合 計  108  60  21  27  

いほど多貌の轟を注入される可能性もある。   

一方，外国の場合，ハチによる死亡者の統計例のある  

アメリカでは，ミツバチによる死者が圧倒的に多い。た  

とえばParrish77）は，有裔動機による死者460名のう  

ち，ハチ目は229名で49．8％を占め，ヘビ30．0％，ク  

モ14．1％よりもはるかに多いことを述べ，さらにハチ  

の内訳はミツバチが124例，アシナガバチ亜科69例．  

クロスズメバチ属22例，大型ホオナガスズメバチ属及  

びスズメパテ属10例，アリ4例としている。また，ア  

メリカにおけるハチ刺症による死亡者400人の調姦7〉で   
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は，加害したハチのグループが明らかになっているのは  

88例であるが，ミツバチが44例と半数を占め，次いで  

アシナガバチ亜科およびホオナガスズメバチ属の大型種  

（原文ではwaspandhornet）としてまとめられてい  

るハチグループが26例で，クロスズメバチ属（原文で  

はyellowjacket）は18例となっている。   

イギリスでは，1949～1969年の21年間に，スズメバ  

チ類（主としてクロスズメバチ属）による死亡者は70  

例で，年間0～8名となっているが，加害種はアメリカ  

と比べてスズメバチがミツバチの約3倍となってい  

る15）・85）。   

また，筆者が1981～1983年に3度にわたり，インド  

ネシアのスマトラ島に社会性ハチの生態調査のため滞在  

していた折，西南部のバグン市とその周辺を中心に，聞  

き取りによって確認したハチ刺症による死亡者は  

1960～80年代の閤に98名あった。その加害種はネッタ  

イヒメスズメバチ1存5pα王rop£cαヱeげれ∽£sやツマグ  

ロスズメバチⅥq椚乃iぶなどのスズメバチ属によるもの  

42名，ナミヤミスズメバチアroue叩αα乃花Omαヱαやオ  

オヤミスズメバチP．几OC餌rαなどの中型で夜行性のヤ  

ミスズメバチ属によるもの7名，ミツバチ中の最大種で  

巨大な巣をつくるオオミツバチ4押込dorsα己αによるも  

の47名であった（松浦，未発表）。  

2）ハチ刺症の発生時期と加害種   

社会性ハチによる刺症時期は加害種によって異なる。  

アシナガバチ類では7月中旬から8月中旬にもっとも被  

害が多く，ついで9月中旬から10月中旬にも小さな山  

がある凋）。アシナガバチの巣の活動期は，温帯でも亜熱  

帯の沖縄でも9月中には終わっている。したがって，二  

つのピークのうち前半のものは，巣を刺激したために働  

きバチが怒って刺したものがほとんどであると考えられ  

る。後半の山は巣を刺激したものではなく，ほとんどが  

家のなかで刺されたものである。これは秋になると，日  

中に戸外で干した洗濯物や蒲団のなかに，人家付近で生  

活するフタモンアシナガバチやセグロアシナガバチなど  

の新女王が越冬場所として潜りこむ。これが室内に持ち  

込まれ，知らずにそれを圧して刺されるのである55）。   

スズメバチ類の場合，営巣活動の期間はアシナガバチ  

類にくらべて長く，秋遅くまで続く。北海道では，スズ  

メバチはどの種類も10月には営巣活動を終えるが，東  

部の十勝地域では1988～90年の3年間における刺症被  

害者295人の刺傷時期は8月に最も多く，加害種はクロ  

スズメバチ，シダクロスズメバチ，ニッポンホオナガス  

ズメバチ，キイロスズメバチ（ケブカスズメバチ）など  

となっている1）。しかし，その他の地方では南に行くほ  

ど一般に遅くなる。とくにスズメバチのなかでももっと  

も刺症被害の多いキイロスズメバチとコガタスズメバチ  

は10月末から11月末まで活動が続く55）。   

長野県青木村における1980～90年の11年間にわたる  

ハチ刺症患者663例では，被害は3～12月にわたるが，  

7～9月の3カ月間で492例（74．2％）と全体の3／4  

以上が集中し，とくに8月は221例（33．3％）と圧倒的  

に多い。この場合，ハチは，アシナガバチとスズメバチ  

で，その種名は不明であるものが多いが，同定された種  

ではセグロアシナガバチ，キイロスズメバチ，クロスズ  

メバチの順に多くなっている71）。   

長野県佐久市佐久総合病院における1979～91年の13  

年間におけるハチ刺症患者は1，711名で，月別では1  

～12月に及ぶが，8月をピークとして，7～10月の4カ  

月で87．7％に達している。それらのハチの種類は，ア  

シナガバチとスズメバチで70％を占め，セグロアシナ  

ガバチ，キイロスズメバチ，クロスズメバチなどが同定  

されている3）。   

名古屋市における1988～97年の10年間におけるコガ  

タスズメバチを中心とした6種のスズメバチの刺症被害  

は321件で，被害人数は295名であるが，それらは6  

～11月に発生している。被害は8～10月の3カ月で86．  

9％を占め，ピークは9月の35．2％で，これは月別の駆  

除件数の消長ともほぼ一致しているという（名古屋市生  

活衛生センター，未発表）。   

和歌山 三重，大阪，奈良，京都など主に関西地方で  

は，刺症被害は6～10月のあいだに発現し，ピークは8  

月下旬～10月中旬となっている伯）。この時期はこの2  

種のスズメバチを中心に巣の発達がもっとも盛んで，働  

きバチの数も年間を通じて最多である。また行楽や遠足  

のシーズンなので野山へ出かける機会も多く，児童など  

が集団で襲われることが少なくない。  

3）刺症部位   

安彦1）は北海道十勝地域におけるスズメバチの刺症  

362例について，刺された部位は上肢が167件（46．1％）  

と最多を占め，とくに右手，右腕の被害は左手，左腕の  

約2倍で，利き手による人の動作との関連が想定される   
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という。次いで，戯蘭（68例），首（62例）が多く，下  

肢（33例），躯斡（胸・版・懲）（16例），頭部（11例），  

その他（5例）の臓となっている。また，刺された原因  

として，巣の近くの作業や近寄ってきたハチを払いのけ  

るなど巣及びハチに麗接・間接の刺激を与えたことが，  

過半数を越えると推定している。   

小川メ京7三）・72〉・73〉 によれば，上述の炭野県潜水村におけ  

るアシナガパチとスズメバチをゆ心としたハチ刺症378  

例では，刺症部位楓∴断面（80例），胱（79例），手（72  

例）が圧倒的に多く，次いで頭部（43例），足（28例），  

下腿（17例），大勝（13例），頸郎（15例）の礪で，他  

に背敵 軍弧 腎郎，一隠姉，腹部，葦介が7～1例など  

となっている。これらは，農林作業中やハチの巣の採取  

の際の刺症事故が大部分であるが，露出部と動きのある  

部位が刺されている。また，前述の佐久総合痛憤の患者  

では，手（29．1タ石）がもっとも多く，次いで戯（17，4％），  

上肢（14．1％），頭（12．1％）のjl憤で，やはり露出郡を  

襲ってきたハチを手で払おうとして，手を含めた上肢に  

披寒が多くなると考えられている；－）。   

実際のハチの攻撃は露出郎だけでなく，着衣の上から  

も磁針を突き通していると考えられる。しかし，毒針が  

斜めまたは水平に挿入された場合は皮膚に適しないので，  

刺症被害として現れにくいと考えられる一i9）。   

北アメリカのホオナガスズメバチ偶の各種は，ヒトを  

襲う時は頭部と上半身に集中するが，クロスズメバチ属  

の大部分の種は体の各部を攻撃するという17）。こうした  

例は日本産の両属にも認められるが，これは両者が野外  

で獲物を狩る際の行動と関連があるとみられる。すなわ  

ち，ホオナガスズメパチ属のハチは山般に地上より1．5  

m以上の比較的高所毯1冊・方，クロスズメパチメ調は1．5  

m以下の低所で接吻を狩ることが多いからである三了）。   

なお，スズメパテとともにもっとも攻撃性の激しいハ  

チとして知られている東南アジアの熱帯のオオミツパテ  

Apiβdorβα£αでは，ヒトへの集団攻撃の際は，鼻孔や  

葦内へも侵入して刺す48）が，スズメバチやアシナガバチ  

などではそうした例は知られていない。  

4）ハチの追撃距離   

子供の晩 アシナガパチやスズメバチの巣をいたずら  

して追いかけられたり，刺された経験をもつ人も少なく  

ないだろう。巣に強い振動を考えたり損壊するなどの刺  

激を与えて，攻撃個体の大部分が巣を飛び立った場合，  

逃げる相手をどこまで追うかば防衛反応のひとつの‡∃安  

となる。   

刺激を与えた後に足早に，または全速力で巣から遠ざ  

かった晩 体の周辺にまつわりついたハチのすペてが攻  

撃対象を離れて巣へ戻る踊離は，様によってかなり異な  

る。   

アシナガパテでは一時に迫撃する距離は巣から数  

m～30mで，オヰナワチビアシナガバチやヤマトアシ  

ナガパチでは10m以内と短く，山方，ヰアシナガバチ  

やセグロアシナガバチは20～30mともっとも長い。   

スズメバチでは，日本産のスズメバチ偶の大部分の種  

は10～50mは追いかけてくるが，ヒメスズメバチでほ，  

まったく追撃しないか，あっても数mである。これま  

でもっとも長い距離は，筆者の体験ではモンスズメパテ  

とオオスズメバチが，それぞれ巣から直線距離で約  

80mであった。また，東南アジアの森林に生息するビ  

ロウドスズメバチでは数十頑に約120mを追われたこと  

があるイ1）。こうしたスズメバチ属に比べて体の小さなク  

ロスズメパテ属やホオナガスズメバチ属は，いずれの椰  

も10～30m程度の追跡にとどまることが多い。北アメ  

リ カでは， ホオナガスズメバチの最大櫻の  

瓜油壷肌那郡山＝削肌流離がと卜を30mを追いか  

が9），また，クロスズメパチ属の3種（Ⅴヱ．αCαd£cα，  

Ⅴヱ．βe花ぷツヱuα花£cα，Ⅴま．u㍑ggαriβ）は脊椎動物に対し  

ては30m以上を追跡するという㌔   

こうしたアシナガバチやスズメパテの追撃欄憫は既知  

のいずれの種でも数秒から長くても数分にとどまり．種  

芋を途中で見失った場合でも，巣から20～30m離れる  

と探索に執潜しない。   

十方，東商アジアのオオミツパテでは，いったん蜂起  

すると執拗に相手を追いかける。筆者自身のインドネシ  

ア・スマトラにおける体験では，巣へ1mまで接近し琴  

炎根影をしようとして攻撃を受けたが，数千溺の働きパ  

チにより30分以上にわたって約2lくmを追撃された。  

この間に薮の中や水l如こ潜っても大部分の働きパチは巣  

へ戻らずに探索を鋭け，再び攻撃対象を見つけだして攻  

撃を繰り返したが，この時筆者の体には顔面を中心に約  

200本の毒針が刺さっていた一朗。  

5）攻撃の標的としての黒色   

スズメパチの巣に細帽状態で近寄ると，頭髪や眼など  

累い部分を嘉先に攻撃してくる。また潜衣が異い場合，   
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他の色，たとえば自，鶉，赤などに比べて，初期の攻撃  

が集中することは山林米の従事者やハチ駆除業者など，  

スズメバチと接する機会の多い人々の間でほよく知られ  
ている4g）・75） 

とくに，脹に対する攻撃は侵入者に対する防衛行動と  

して効果的とみなされる。西L】」・戸塚70）はスズメバチに  

よる角膜刺傷として45例をまとめており，そのうち5  

例は失明に至っている。スズメバチの攻撃の標的として  

の色について，著者による以下の試験例がある（松軋  

未発表）。   

オオスズメバチの巣Eはり5m離れた場所で，縦，棚  

ともに20cmの方形をしたま私 費，自のそれぞれの布を  

同時に振った場合，最初の3分間では，黒布へ飛来し攻  

撃した働蓉バチは36頭に遷したが，黄と自ではそれぞ  

れ3頭にとどまった。しかしながら，これらの布を振り  

絞けた10分後には，それぞれの飛来攻撃個体数は，果  

42繍，自40蘭，蟄43頭となって色の違いによる差ほ  

みられなくなった。その後，いったん巣の前から退去し  

て，10分後に再び同じ3色の布を振った場合，敢初の1  

分間では異68風 教12鼠 自7頭であったが，3分後  

には，果76貌，蟄78弧 白76頭となり，その後も各  

色に対する飛来と攻撃数にははとんど差は認められなかっ  

た。   

これは政初の標的としてほ視覚的に黒がねらわれるが，  

巣の付近にとどまる限りは，嚢とfヨの色彩の潜衣でも，  

罵と同じように攻撃を受けることになる。この原因とし  

てほ，黒以外の色彩の布でも，巣付近にとどまっている  

と，空ゆに霧状に放出される蜂毒中の撃報フェロモンが  

布に付着し，それらが果肉のハチを訴引して，視覚より  

も化学的刺激源となって，ハチの攻撃をうけるためと考  

えられる。したがって，ハチの巣の駆除の際に使用され  

る防護服や，スズメパチの生息地で戯林作米などをする  

場合の潜衣は，白色が望ましいといえる。しかし，いっ  

たん轟液が付脅した場合には，色彩にかかわらず攻撃を  

受けることになるので，ヒトの場合，スズメパテの攻撃  

に遭遇した時は，融刻も早く巣から離れることが望まし  

い。   

こうした崩への攻撃は，前述したようにスズメパテの  

天敵として重要な地位を占めるアジア民族と深い関わり  

があると考えられる。大型のスズメバチ属は東アジアに  

東中的に分布し，とくにその発祥地とみなされる中国肇   

商地方ほ種，個体数ともに多い。そこではほとんどすべ  

ての少数民族が今なおスズメパテの巣を採取し，幼虫や  

涌を霊iヨ源として利用している59）。スズメバチにとって  

アジアの渚民族は敢大政強の捕食軋天敵であり，それに  

対応する防衛戦略として，アジア民族特有の累い髪と橙  

をねらったスズメパチ側の先制攻撃的な防衛戦鳩が進化  

したと考えられるのである57）。  

2．日本の社会性カリパチの種類と生活史の概要  

アシナガパテ亜科上スズメバチ亜料の分類と生態につ  

いて，日本に生息する穫を中心に概要を紹介するが，詳  

しくは松浦勅瑚川〉 などを参照してほしい。  

1）アシナガパチ重科   

世界中には29属約800穫が知られており肌31〉，‡ヨ本  

には，チビアシナガパテ属月opαZid泡，ホソアシナガ  

パチ属タαrαβOgツわ；α，アシナガパチ属ダoZ£ぷ紬gの3属  

11椰を應す。それらの種は以下の通りで，（）内には  

分布を示した。  

アシナガバチ並科 Polまstinae  

チビアシナガパチ属月opα～王d£α；（1）オキナワチビアシ   

ナガンヾチ兄畑ぶC£α£α（奄兼以絢の琉球列島）；（2け   

ンヨウチビアシナガバチ月．mαr官£花α£α（小笠原猪蘭）  

ホソアシナガバ引網ダαr叩0わ′わfα；（1）ヒメホソアシナ   

かヾチ勒．uαr£α（本州～九州）；（2）ムモンホソアシ   

ナガパテ鞄．；㍑d£cα（本州～九州）  

アシナガパテ属タ0ま£β£eぶ；（1けクモンアシナガバチタ．   

d壷は那壷（北海道～九州）；（2）トガリフクモンアシ   

ナガパチタ．′・わαri㍑g（北海道）；（3）コアシナガノヾチヱ   

β托eg～e花よ（北梅遣～九州）；（4〉キボシアシブ・ガパテ鼠   

柁£ガタoriだ花ぶよs（北海道～九州）；（5）ヤマトアシナガパ   

チ㌘．ノqporl‡cuぶ（本州～九州）；（6）セグロアシナガパ   

テダ．ノα血ノ£gαe（本州～九州）；（7沖アシナガバチタ．   

ro£九几eツ王（北海道～九州）   

チビアシナガバチ属のハチは体長1cm前後と小型で，  

甘木魔の2秤は蓮の実型の小さい果を作り，攻撃性は強  

くない。しかし，東南アジアの熱帯やオーストラリアに  

は本属は225種（用量種も含む）が分布し旭，なかにはス  

ズメバチの様な外被をもつ大型の巣を作り，巣を刺激し  

た場合の攻撃性も激しい和が少なくない。   

ホソアシナガパチ属は，日本産の2稀では外披のない   
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ルギ一体質となっている人の墟合，血圧低下，発疹，吐  

き気などの全身症状を墨し，蔑症でほ死亡することもあ  

る。  

2）スズメパテ亜料   

この仲間は4属67種で構成され，日本にはスズメバ  

チ属Ve叩払 ホオナガスズメパテ履か0～よc′もOUβ叩昆～α，  

クロスズメパ列溺Ve叩㍑gαの3属16椰を度し，それら  

の種ほ以下の通りで（）内には分布を示した。  

スズメバチ亜科 Vespinae  

クロスズメバチ属Ve叩昆£α；（1）クロスズメパテⅤ～，  

βαUic叩β（北海道～九州）；（2）シダクロスズメパチ   

Ⅴ～．ぶ九£dα£（北海道～九州）；（3）キオビクロスズメパ   

テVZ．u㍑£gαr王ぶ（北海道～本州中部）：（4）ツヤクロス   

ズメバチⅥ∴叫わ〈北海道～九州）；（5）ヤドリスズメ   

パチⅤヱ．α㍑βと「£αCα（北海道～本州中部）  

ホオナガスズメバチ属か0混んoue叩㍑Zα；川キオビホオ   

ナガスズメパテガ．med£α（北海道～本州）；（2）シロ   

オビホオナガスズメパチ刀一夕αC漬eα（北梅遷，本州   

四国）；（3）ニッポンホオナガスズメパチガ．βαズOJlicα  

（北海道）；（4）ヤドリホオナガスズメパチ刀．   

αd㍑如㍗£花α（北海道～本州中部）  

スズメパテ属Ve叩α；（1）モンスズメバチⅤ．crαわro  

（北海道～九州）；（2）チャイロスズメパテⅤ．   

dッむ0∽ぶた£i（北海道～本州中部）；（3）キイロスズメバ   

チⅥβ£m£ヱZ£mα（北海道～九州）；（4）コガタスズメ   

バチ佑α托αヱiβ（北海道～九州）；（5）ヒメスズメバチ   

佑血cαg；s（本州～九州）；（6）ツマグロスズメパテV   

q那花fぶ（八卦1」講偽）；（7）オカースズメパテⅤ．   

mα乃血㍗£几£α（北梅遣～九州）   

いずれも外彼のある大賞空の巣を作り，働きバチの数が  

多く，血般に攻撃性も強い。大型種の多いスズメバチ属  

23種は東アジアの温帯から熱将に集中して分布し，山  

方，小型種のクロスズメパチ属22櫻とホオナガスズメ  

パチ属19種は，いずれの分布もスズメパテ属より北に  

偏っており，ユーラシアと北アメリカの冷温聯から寒帯  

にその中心がある軋∴はし闘） 。またヤミスズメバチ属  

タroue叩αほ東洋熟考糾こ3種のみ生息する夜行性の中型  

スズメバチで，灯火に飛来するので夜間に刺症被害があ  

る52）。   

スズメパテ亜料は商半球の大陸には自然分布しないが，   

単巣盤型の巣を作り，攻撃性はやや強い。この仲間（ホ  

ソアシナガバチ族恥iponillま）はスズメバチのいない  

南アメリカの熱符で壮大な適応放散を遂げ，多くの様に  

分化し，櫨巣盤で外殻をもつなどさまざまなタイプの臭  

がみられる88）。働きパチが数万に透する種もあって，攻  

撃性の強いグループも知られている。   

アシナガパテ属は日本には7椰を威するが，社会性カ  

リパテでは唯一の世界中に分布する大きな属で200椰余  

が知られている糊。いずれも蓮の実塾の月喋鵬出巣で，  

働きバチの数は一般に数十頭と小規模で，攻撃性はそれ  

ほど強くない。   

生活史は温帯のアシナガバチ亜科のいずれも1年性で，  

ホソアシナガバチ属とアシナガパチ属は，本州では4～  

5月に越冬した女王が単独で鎚をつくり，6～7月に働  

きパテが羽化する。オスと新女王の羽化は7～8月で，  

曹温 オスは新女王より数日早い。その後，両者の同時  

羽化が3～4週間続いた後，オスについでメスの順に羽  

化が終息する。オスと新女王の羽化湖は，同種であれば  

地域差は少なく，ヤマトアシナガバチ，セグロアシナガ  

バチ，ヰアシナガバチのように東北地方から沖粗 鋼西  

渚飽まで分布する稽では，いずれの地方でも7～6月と  

なる55）。オスと新女王が羽化する盛夏の頃から博子活動  

はしだいに膵J上し，残った幼虫や桶ほ成虫に共食いされ  

たり，巣外に捨てられる。オスと新女王は，羽化より  

1～2カ月後に巣を離れ交尾するが，その時湖は様によっ  

て異なり，断女王だけが越冬する。   

アシナガパチ亜科では女王と働きバチ，および働きパ  

チ間には山般に触角や大胡による攻撃や威嚇行動を通じ  

て順位関係が存在し，鹿妻札 外役，内役に関して分寒が  

ある。女王と働きパチの閲の形態的区別は山般に明確で  

あるが，新女王の羽化前に出現する大型の働きバチでは，  

形態的に女ヨ三と働きパテの中間型を示す個体もある。   

幼虫の食物として，鱗麹冒幼虫を中心に各種の成虫を  

狩るが，農作軌 街路胤 廃木などにつく簡虫や毛虫を  

食べる益虫でもある。炭水化物源として，アブラムシ，  

カイガラムシなどの甘鍔，花蜜，熟した果物をなめ，種  

によっては樹液も集める。   

メス（女王．新女王，働きバチ）のみが尾端に産卵管  

由来の磁針をもち，刺されると，痛み，腫れ，かゆみを  

ともない，数日後に回復する。しかし，過去にアシナガ  

パチやスズメパチによる刺症体験をもち，ハチ苺にアレ  
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近恥クロスズメパチ属の2稀（Vg．germα柁£cαとⅤム  

Ut↓£gαris）が南アフリカ，オーストラIjア，ニュ岬ジー  

ランド，チリなどに人為的に導入され とくにエふ－ジー  

ランドでほ多年他の巨大なコロニーを形成し，惑要な刺  

症寒虫となっている1＄）・83）。   

この仲間はいずれも典型的な社会生活巷営み，日本の  

ような温帯では1つの巣にはただ1頭の女王と数十～数  

千頭の働きバチがいて，アシナガバチ亜科と同様に1年  

他の生活史をもつ。   

越冬した女‡Eは，4～6月に単独で泉をつくり，働き  

パテの羽化後は兼外の活動をやめて慮卵に専念する。働  

きパチは6～7月より羽化し，以後，巣は急速に党透す  

る。夏の終わりから秋にオスと新女まが育てられ，紫外  

で交尾したのち，新女王だけが土中や朽ち木のなかで，  

通常，単独で越冬する。オス，働きバチ，旧女まほ冬ま  

でに死に絶え，温帯では翌私 巣が同種によって再び利  

用されることはない。   

巣はばぼ球状で下方に増築され，数個～十数個の巣盤  

が多数の文枝でつながれ，全体は外被で覆われるが，そ  

の形状は様によって樽緻がある。外被の表面に通常1偶  

の出入目をもつ。   

幼虫の食物として各種の昆虫，クモなどを狩るが，食  

性は分化し，ヒメスズメバチのようにアシナガバチ敷の  

幼虫と桶だけを放物とする「専門食」，モンスズメパテ  

のようにセミ類をとくに好む「準専門食」，キイロスズ  

メバチやクロスズメパテのように「何でも食」として生  

きた各種の昆虫類のほか，カエルや魚の生肉まで集める  

ものもある47）。また，炭水化物源として樹液，花蜜，甘  

霧，熟した果実や，スズメバチ属ではシラクマタケ（キ  

ノコ）を好み，行発地では飲み残しの砂糖入りのジュー  

スの空転などにも群がる。   

近年，とくに大型スズメバチ規の生息地である都市周  

辺の丘陵地や低山地が住宅地化されるとともに，ヒトと  

の接触の機会が増え，刺援軍薇が増えている5さ）。ハチ毒  

そのものがアシナガバチより強いうえ，営巣規模がはる  

かに大きく攻撃性も強いので，刺された場合の被害は大  

きい。  

3．来を狙う外敵  

社会性ハチの防衛的攻撃は，天敵やその他の動物など  

の他種に向けられる場合と，同様のほかの巣の個体，及   

び巣内の他の個体に向けられる場合がある。   

ここでは巣を狙う天敵を便宜的に次の4グループ，す  

なわち，（1）巣内の幼虫や桶の寄生老，（2）社会寄生乳（3）  

捕食者としての社会性昆虫，伸輔食者としての脊椎動物  

に分け軌軌8G） ，それらの概要を紹介する。  

1）巣内の幼虫や蛸の寄生者   

アシナガバチ重科とスズメパチ亜科で轡生者の種構成  

にやや違いが見られる。アシナガバチ薫餅斗で楓∴捕食寄  

生者として約40種の昆虫が知られており，膿適目のヒ  

メパチ科Ichneumonidaeとヒメコパチ科Eulophidae，  

双遜目のヤドリバエ料Tachinidaeなどによる寄生と，  

鱗建l∃のメイガ科Pyralidae幼虫による捕食が世紳＝iコ  

から記録されているa6）。これらの天敵は，審主であるア  

シナガパテの巣が露出しているので，寄主の隙を狙って，  

政接異に倭人し比較的容易に卵を塵みつけるSS）。   

スズメパチ並科では，幼虫や蛸の捕食寄生者は約20  

櫻で，代表的なのは膜晃冒のヒメパテ科とカギバラパチ  

科Trig・Onaiidae，甲虫冒のハナノミ科MoTde11ida  

である勅勘牒川㌔  これらの寄生者にとっては，スズメ  

バチの巣は外被に覆われ，その出入り口は普通1僻しか  

ないうえ，たくさんの働きパテに守波されているので巣  

内部へ侵入するのは難しい。したがって，アシナガバチ  

の寄生者に比べると，山般にコロニーの生魔性に及ぼす  

影轡は少ない。このほか，成虫の体内寄生者としてスズ  

メバチネジレバネ賎，メパェ類，センチェウ類などがあ  

る15）t＄5） 

2）社会寄生者   

アシナガバチやスズメパテの一郎の種にほ社会寄生  

（socialparasiもism）を示す稀がいる。たとえばヨー  

ロッパのヤドリアシナガパテ属蝕～cppo～；ぶ£eざの3様は  

アシナガバチ属の数種を寄主とするがヰ），日本魔のアシ  

ナガパチでは社会寄生稀は知られていない。スズメバチ  

では日本産のヤドリスズメパチ，ヤドリホオナガスズメ  

パチ，チャイロスズメパチは，女王がそれぞれ同属の特  

定椰の巣に侵入して相手の女王を殺し，巣を乗っ淑った  

のち寄主の働きバチを労働力として利用する55〉牒）。   

こうした社会寄生者に対して，寄主側もさまざまな防  

衛や攻撃の行動を示すが，それらは次に述べる捕食者と  

しての社会性昆虫に対する行動と異なる点が多く，本稿  

で線上氾の紹介にとどめる。  

3）捕食者としての社会性昆虫   
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壊滅的被害をうける5軋60）。さらに，本種と共通する餌  

場，例えば樹液などの分泌場所でも日常的にたえず攻撃  

を受けるイ5）。   

オオスズメバチの他種の巣に対する攻撃は，スズメバ  

チ類の巣が発達する8月中旬から11月初めまで続く。  

オオスズメバチ側は偵察個体が攻撃対象となる巣を発見  

すると，間巣の仲間を綱引するフェロモンを倣端から分  

泌し，相手の巣の付近血揮にこすりつけて戦闘個体を動  

凰する 。このオオスズメバチのコミュニケーションシス  

テムにより，数頭～数十弧 ときに100頭を越える同異  

の働きバチが集団で他種のスズメパテの巣を襲い，戦闘  

力のある相手の働きパチをすべて殺してから，内部に侵  

入して幼虫や騨を餌としてすべて！当分の巣へ運び去る。  

この戦闘は両者が死力を尽くして行なうもので，時には  

】〉週間も絞塗，オオスズメバチ側の死者もしばしば50  

頭以上と参加者の半数を超えるすさまじいものである。  

こうした塊団攻撃を行なうのは現在知られている限りは  

巨l本のオオスズメバチだけであるさ5）。しかし，オオスズ  

メバチとその近縁種ほ中国，台湾，インドなど同属のス  

ズメバチ属の分布域と広く盛なっており，おそらくいず  

れの地域でも他の社会性ハチの強力な捕食者としての地  

位を占め，同様な攻撃を行なっていると考えられる。   

こうしたオオスズメバチ側の集団的攻撃行動と被攻撃  

側のスズメバチ種の反撃行動のいずれも，社会性ハチの  

中でももっとも激しいとみなされるスズメバチ属の攻撃  

性の発達と進化に深く関っていると考えられる。それら  

は次に述べる脊椎動物の巣捕食者に対するスズメバチ側  

の防衛や反撃行動と共通点が多いからである。  

4）捕食者としての脊椎動物   

アシナガパテは日本ではキツネなどの哺乳勤軌 カラ  

スなどの鳥類の攻撃を受ける軌や1）。また，北アメリカ  

やヨーロッパでも10種以上の鳥類が巣の捕食者として  

記録されている89〉。   

スズメバチでは，クロスズメバチ類の幼虫や桶などが  

ヒグマやツキノワダマなどの大型動物の圏内からしばし  

ば発見され刷，また営林署の山小屋に営巣していた営巣  

後期の大型のキイロスズメバチの巣がツヰノワグマに襲  

われた麗後の現執こ遭遇したことがある（松織未発表）。  

東南アジア，≡ト一口ッパ，北アメリカなどでも，クマは  

各種のスズメパテの天敵として重要である15）。北アメリ  

カでは小型種のクロスズメパテやホオナガスズメバチ甑   

社会性磯魔咽であるアリとスズメバチは，アシナガバ  

チやスズメパチに対する捕食者として螢要な地位を占め  

る20〉・55〉・ぶ9） 。   

アリによる攻撃は日本などの温堺では，女王の単独営  

巣斯から働きパチの個体数の少ない初期の巣に限られる  

ことが多い。しかし，熱帯ではアリほ全営巣プ矧笥を通じ  

て油断のならない捕食者であり，その捕食圧が社会性カ  

リバチの営巣習性の進化に蛮大な影轡を与えたと考えら  

れている望5）。   

アリの社会性ハチに対する攻撃は次の特徴をもつ86）。  

すなわち（1渉行による地上からの侵入なので，巣への進  

入ルートは限られる，（2）ハチよりはるかに小さいが数が  

多く，ハチは個別よりも集団で反撃したほうが効果的で  

ある，（3〉攻撃は，麗按に掛こ加えられ，次に述べる空車  

からの攻撃者のスズメパチとはその様式がまったく輿な  

る。したがってアリに対してはアリ忌避物質の塗布など  

独特の防衛機略がとられており，それらはJeannQ狛27），  

Turillazi泌〉，Starr85）などに許しい。   

山方讐 社会性ハチの中でも体が大型で果当りの個体数  

が多いスズメパチ属は，その分布の中心地である日本も  

含めた東南アジアの地域では，アシナガパテにとっても  

さらに同じグループのスズメパチにとっても，またミツ  

パチなどの社会性ハナパチにとっても，その攻撃による  

観客はしばしば巣の壊滅状態を招く勅◆17〉・勅S5〉 。   

アシナガパテ亜科の場合，日本産のどの種矯もヒメス  

ズメバチによって，働きバチの羽化直前からその後の営  

巣期間の全てを通じて攻撃されるが，このスズメパチは  

アシナガバチの巣内の執政と蛸の体液だけを蛋白源とし  

ている。また他のスズメバチもあらゆるアシナガバチの  

巣を製うが，その場合は成虫が主対象で，時に幼虫や妬  

も捕食される耶）・55）。こうしたスズメバチの攻撃に対し  

て，はとんどのアシナガパチは反撃すらしないが，台湾  

や中国のトビイロアシナガバチアogi£よだぶgまgαぶのみが，  

スズメパチの攻撃を撃退で垂る。それは，この種がアシ  

ナガパチの申では最大型櫻で，餌場をめぐる闘争でもオ  

オスズメバチさえ殺す能力をもつ頼ためである。ただし，  

このアシナガパチはと卜に対しては驚くほど温順で，巣  

への接近や接触に対しても攻撃性が弱い41）。   

オオスズメバチはスズメバチのなかでも政大型で，そ  

の生息域では同所性の他種のすペてのスズメバチが巣を  

攻撃され，成虫も幼虫も皆殺しにされて全滅するという  
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の巣は，クマばかりでなく，スカンク，アナグマ，コヨー  

テ，アライグマなどに襲われ幼虫や蠣などを食べられる  

という4〉。また，猛禽類のハチクマは日本ではアシナガ  

バチの巣のみならず，各種のスズメバチの巣を襲い，巣  

盤を1枚ずつくわえて幼鳥の餌として巣へ運ぶ。このタ  

カは東南アジアやヨーロッパでもスズメバチの巣を襲う  

ことでよく知られている。しかし，クロスズメバチなど  

の／ト型種では，襲われてもまったく反撃しないと言われ  

ている15）t66） 。   

ヒトは現在でも地域によってはスズメバチの巣を採取  

して幼虫や踊を食用としており，とくに営巣規模の大き  

なスズメバチ属やクロスズメバチ属の各種にとって最大  

の天敵となっている場合がある57）・58）。   

日本では，大正期には全国的にアシナガバチやスズメ  

バチの幼虫や桶を食用とする習慣があったが65），現在で  

も長野，岐阜，愛知などで，クロスズメバチ類や大型の  

スズメバチ属の幼虫や桶を食用とする。このため巣が発  

達する夏の終わりから秋には多量のスズメバチの巣が採  

集され，一部は市場で高価に売買される49）。また，中国  

南部，台湾，インドネシア，タイなど大型スズメバチ属  

が豊富な地域では，多量のスズメバチの巣が食用として  

採取されている56）・58） 。とくに，大型スズメバチの発祥  

地と考えられる中国の雲南省では，当地域の24族の少  

数民族がスズメバチ属の幼虫や桶料理を伝統的な食文化  

としている。現在では住民の多数を占める漢族でもスズ  

メバチを食用としており，1997～99年の筆者の現地調  

査では，省都の昆明市だけでもシーズンには1日に数十  

トン，巣に換算すると数千個以上が市場で取り引きされ  

ていた58）。この地域は世界でももっともスズメバチの種  

類が多く，スズメバチ亜科4属22種が生息しているが，  

これは世界中のスズメバチ種の1／3以上を占めている  

うえ，特に大型のスズメバチ属が多く83），それらが食用  

の中心となっている。   

現在では，スズメバチ食も含めた昆虫食は一般的には  

衰退化の傾向にある。しかし，東南アジアの各地に今も  

残っているスズメバチの食文化は，この地域ではスズメ  

バチでも特に大型のスズメバチ属の種類数が世界中の他  

の地域に比べても圧倒的に多いことと深い関わりをもっ  

ている。ヒトは古くから身近に得られるスズメバチの幼  

虫や蠣を蛋白源として利用し，巣が最も大きくなった時  

期に，時には採集者自らが死に至るはどの危険を冒して  

まで，反撃する働きバチの大軍と戦いながら，それらを  

手に入れてきたのである。   

スズメバチの巨大な巣と内部に待機する多数のハタラ  

キバチは後述のように，大型の捕食者に対する防衛力誇  

示型の防衛戦略4G）として評価できるが，一方で巣が大型  

化するはど，捕食者としてのヒトにとって食用資源とし  

ての価値は高まる。したがって，ヒトもまた被食者とし  

てのスズメバチの防衛的攻撃性を進化させた重要な要因  

になっていることは確かであろう。  

4．防衛的反撃行動  

社会性カリバチは巣をねらう外敵や侵入者から攻撃を  

回避するために，さまざまな防衛行動を示すが，それら  

は非攻撃性の消極的なものと，攻撃性のある積極的なも  

のとに大別できる46）。   

非攻撃性の防衛行動としてアシナガバチやスズメバチ  

の場合，次のような多彩な戦略がみられる。   

すなわち，（1）営巣場所の選択（遮蔽空間，周辺環境へ  

の擬似，引越し，逃去），（2）巣の構造（外被，入り口部  

分の煙突状突出，巣柄），（3）分泌物の利用（アリ忌避物  

質の巣柄への塗布），（4）警戒色（ミュラー型擬態）など  

である。   

本稿では攻撃性のある積極的な防衛行動を主として取  

り扱うので，非攻撃性の防衛行動の詳細については松  

浦勅55）などを参照されたい。   

攻撃性の防衛行動は，大型の捕食者やヒトがアシナガ  

バチやスズメバチの巣に接近して，相手がその存在に気  

が付いた場合にみられる。その反応は（1）警戒行動，（2）威  

嚇行動，（3）武器（大顎，毒針，毒液）による攻撃行動の  

順に進行する。しかし，巣への接近でも急激に行われた  

り，巣に直接の強い振動や破損などの刺激があった場合  

は，警戒あるいは，警戒と威嚇の行動は省略されて，た  

だちに反撃のための攻撃行動に入る49）。   

南米のホソアシナガバチ叛では，脊椎動物のような大  

型の侵入者に対しては，巣内に引きこもり集団的な反撃  

を行なわない種類もみられ，Proねpoわ′わよαルぶCα£㍑β  

やPo£ッわ云αemαCiαとαなどで知られている別）。また，  

PαrαCんαr己erg乙‘SCOわわqp£er比Sは刺症性の毒液ではな  

く，粘着性の毒液を外被上に立ったままで相手に噴霧す  

る28〉。このホソアシナガバチの1種の働きバチは，仲間  

に対する警報として外被上で腹部をたたいて信号を送る   



松 浦  ・12  

が，相手がさらに攻撃を続ける場合は，粘着液の噴耕も  

止め，大部分のハチが山時的に巣から逃去するる7）。しか  

しながら日本や東商アジアの社会性カリパチでは，こう  

した行動のいずれの例も知られていない。   

ここでは，轟針を用いた集団的防衛行動としての攻撃  

とそれに関連した行動を中心に紹介する。  

1）見張り（門番）行動   

軋泰盛のアシナガパチ類ではいずれの種も巣が露出し  

ているので，兼上にいる個体ほ，外敵の接近を視覚的に  

感知しで十斉に反応することが多いが，見張り役として  

の分光の存在は碓認されていない。   

スズメパテ類では，巣に対する緻接またほ瀾接の刺激  

がまったくない時でも，登城行数としての見張り，ある  

いは門番を受け持つ個体が見られる。開放空間の営巣椰  

であるキイロスズメバチやコガタスズメパチでは，外披  

上にあるただ王個の出入り0に，また屋根裏などの閉鎖  

空間や土中の営巣種であるモンスズメパチやクロスズメ  

バチ類では，巣の本体から1～2m離れた外界への開口  

部付近に留まって絶えず外を注視しているハチがいるこ  

とが多い55）。   

巣‡コの見張り役を勤める働きパチは，こコガタスズメバ  

チでは9～11月の営巣盛期の巣では目ゆ・夜間を通じ  

て2～4頭である。巣に対する振動などの刺激がない場  

合．訃中は同｛髄体が平均14．4分（10～80分）の見張  

りを続けたのち，外出したり内役に転じて交替するが，  

見張りのいないこともある。しかし，夜間闇眉卜個体が  

ミlえ均12．6時間（3．4～1息7時間）の見張りを統をナ，異  

常のない場合はばとんど交替がないまま翌朝の日の出前  

の活動再傑はで留まる（松浦，未発表）。   

キイロスズメバチでは，兼の出入り口の見張り役は日  

中・夜間ともコガタスズメパテほどはっきりとは見られ  

ない。しかしながら，6～11月の営巣盛期には，日没蘭  

後から日没後30分～1時間の間に，数十～数百頭の働  

きパテが巣内から外披上へ移動し，巣日を中心に外彼の  

裏面全体に静止したまま夜を過ごす47〉・5S〉。これらの個  

体は頭部の向いている方向や外被土に占める位置はさま  

ざまであるが，休息時の静止と遜い，触角は逆八草状に  

前方へ向けられ，麹は鹿部の側面にやや広げて位置し，  

懲戒態勢を保っている。夜閥に，本種の巣に対して光，  

振動，大きな晋などの刺激が与えられると，これらの個  

体ばすぐに外披上を敏速に歩き回ったり，巣から飛び散っ  

て攻撃を加える。営巣規模が大喪くて働きバチの致が多  

い泉はど，外被上のハチ数は増える。9～10月の発達盛  

期に全鋤きパチ数の10～25％が夜間の見張り役に従挙  

し，それらの胃齢は5～12‡ヨの個体で，オスや釈女王  

はまったく参加しない（松浦，未発表）。キイロスズメ  

バチでは，日中にも十数頑かそれ以上のハチが外被上に  

見られるが，それらは外披作りや扇風行動に従軍してい  

る働きパチであって，輿状がないかぎり警戒のために外  

殻」こに留まることばない。   

こうした夜間の外披上における轡戒行動は，スズメバ  

チの中でももっとも攻撃性の強いとみなされる東南アジ  

ア産の開放空間営巣種のビロウドスズメバチVeぶpα  

わαぶαg£βやツマアカスズメパチⅤ．ueヱ㍑£ま花αなどにも見  

られる軌軌93〉 。〟山方，開放空間営巣椰でも，同所他の  

コガタスズメバチやツマグロスズメパチなどは日本産の  

同櫻（別亜種）に比べて攻撃性は強いが，いずれも夜間  

はすべての個体が鎚内に入っている51）。また日本産のホ  

オナガスズメバチ偶のいずれの穐も，夜間の外観上の見  

弓長りや待機行動はまったくみられないが，日中に刺激が  

加えられた巣などでは，いずれの種でも働きパチが夜遅  

くまで外披上に留まることがある。   

〟方，屋根裏や土中などの間組空間に営巣するモンス  

ズメバチやチャイロスズメパテなどば，外被上や外部に  

通じる坑道の壁面などへの静止は，発遵盛期の巣では夜  

間に常に見られ， これらは見張りの機能をもっとみなさ  

れる6＄）。  

2）警戒行動   

アシナガパテ類は巣が露出しているので，外敵の接近  

を視覚的に揃えたり，巣の付著している妓などが堰い振  

動を受けた場合，それに気がついた女まや働きパテは，  

すぐに巣上で相手に頭部を向け，触角をやや上方に開い  

て，相手の動きを注視する。巣の上に静止している個体  

がまず気が付くが，いずれの稽でもじっとしたままで注  

視する。巣作りや給餌で動き回っている個体ほ気が付く  

のが遅いか，気が付いていったん作業を中断して相手を  

注視したのち，種びもとの仕召蓬を始めることもある。   

スズメパチ類では，樫微な刺激に対しても，懲戒行動  

をとる働轟バチは巣上を歩行したり巣付近を飛翔するな  

ど，簡秘的に相手を探すのが特徴である。スズメパテの  

巣は外被に覆われており，出入り口は普通その表面に1  

か所あるが，そこから懲戒のハチが次々と巣の褒蘭や付   
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潜逓などに現われ動き回る。   

巣の出入り口の位置は様によってきまっており，木の  

枝，軒下などの開放空間に営巣する種，たとえばコガタ  

スズメバチ，キイロスズメバチ，ホオナガスズメバチ類  

などでは，発達した巣で線側面に数頭が一度に通過でき  

る程度の巣穴がある。   

土r‡コ，樹洞，屋根泰などの閉鎖空閥に営巣するオオス  

ズメバチ，モンスズメバチ，チャイロスズメパテなどは，  

髄の底部は果盤の山部または全体が見えるほど大きく開  

いており，そこが出入り口ともなっている。また小型椰  

のクロスズメバチ類は土中や屋根裏などの間組空間に営  

巣するが，外殻は常に巣盤を完全に覆うので，出入口は  

開放空間の営巣種のように小さく，1欄だけ側面に開口  

している。   

スズメバチ類の場合．巣にヒトが近づいたり，翠刈り  

機やチェンソーなどの激しい振動薯やヒトの大声，また  

巣の付潜基や営巣環境全体の軽い振動などにより，まず  

出入り口にいる懲戒のハチが，次いで刺激の程度によっ  

てほ巣内にいたハチも次々速足に歩いて外被上に現われ  

る。それらの働きバチは触角をやや問いて前方上方に向  

け，遮をやや開き気髄にしながら，それぞれの個体が外  

披」二をいろいろな方向に歩き回って刺激源となった相手  

を探す。   

土中営魔の場合，巣内のハチはヒトの接近を地表また  

は地中を伝わってくる振動により感知するとみなされる。  

懲戒のハチほ外披上だけでなく，巣に至る坑道の壁，地  

表の洩入り日とその周辺などにも群がり出て，山部は歩  

行後巣を離れて，付近を懲戒飛行する。   

動こ対する振動などの刺激が強いと，いずれの種でも  

累日から勢いよく飛び出してきたハチは，外敏上を走り  

回ったり，巣の付近の木の枝，基，軒下，壁に歩行して  

移動したり，刷■部は親日から飛び立って周辺を飛び回る。  

外役のために出巣しようとしていた個体も，異常を感ず  

ると巣にとどまり，暫城に参加する。相手を発見できな  

かったり剰犬を絡めなかった場合，2～5タ〉後にはまず  

巣の周辺を飛び回っていた個体からまっすぐに巣内へ飛  

んで戻る。次いで外被土に留まっていた個体が，巣の入  

り口に近い個体から順に巣内へ戻る。一方，外役から帰っ  

てきた働きバチは，通常，饗戒行動や次に述べる威嚇，  

攻撃行動にも参加せず，巣内に戻ることを優先する。   

3）威嚇行動   

アシナガバチ類は基本的には革水の茂みの申など目立  

たない空間に営巣して，外敵との出会いの機会を減らし  

ている。しかし，その防衛線を突破して相手が異に近づ  

いた場合，巣上の個体は山臆して目だった行動によって  

威嚇に転じる。この仲間の巣は全体が露出した構造で，  

外敵の接近を視覚的に発見した場合，巣上の働きバチだ  

けでなく，オスや女王，新女王なども加わり椚山一斉に威嚇  

行動を示す1＄）。   

日本産のチビアシナガバチ属，ホソアシナガバチ属及  

びアシナガバチ属の威嚇行動に共通しているのは，スズ  

メパテ類と異なり，巣上の個体はほとんど歩き回らない  

ことで，柏手を注視しながら次のような行動を示す。す  

なわち，各脚を突っ張り体全体を高くもちあげる。威嚇  

の程度が強いと前脚は前方へ向け，巣から離れる（たと  

えばオキナワチビアシナガバチ，ヒメホソアシナガバチ，  

キアシナガバチなど）。触角は前方へ八字状に開いてまっ  

すぐに伸ばし，麹は折り畳んだまま後上方に八草状に広  

げ，腰部を大きく伸縮する，などであるが，種によって  

微妙な違いがある。またlヨ本塵のアシナガパチのなかで  

もっとも威嚇行動の新著なキアシナガパテでは，休会体  

を細かく撮勤したり，収賄を曲げて相手に向けながら魂  

針をちらつかせるなどの行動がみられる55）。   

欧米では，アシナガバチ属について，威嚇や攻撃行動  

に関する許しい研究があり，秤閲でも遠いのあることが  

知られているが軌89） ，日本ではこうした研究はほとん  

ど行われていない。   

スズメパテ類の威嚇行動は基本的には巣から飛び立っ  

て相手に接近したうえで，種によってさまざまな行動を  

示すイP）。叔も仙・般的に見られるのは，相手に10数  

cm～50cmまで接近し，その周囲を上下，左右にまと  

わりつくように飛び回る。スズメバチ属だけでなく小型  

椰のクロスズメバチ属，ホオナガスズメパチ属の大部分  

の種で軋∴通常の飛翔時と異なる商い羽音を発しながら  

威嚇飛翔する。   

スズメパチ属では，チャイロスズメバチが特有の威嚇  

的飛翔行動を示し，盛付近の地表すれすれに数十～数百  

の働きパチが相手の足許付近を中心に1～3mのジグザ  

グを描いて敏速に飛び回る緋。巣が発透して働きパテの  

個体数が多くなるほど，その飛翔範閉は数mから数十  

mへと広がりをみせる。東商アジアの森林に生息する   
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近縁のビロウドスズメバチも同じような威嚇飛翔をする  

が41） ，こうした行動は他のスズメパチでほ知られていな  

い。   

また，スズメバチ偶の各種は，相手の回りを飛び回る  

威嚇行動だけでなく，ホバリングしながら大胡を噛み合  

わせて「カチカチカチ‥＝‥」とヒトにもはっきりと聞き  

取れるほどの威嚇晋を発する。これは「ブンプン」とい  

う遮音とともに，相手がヒトの場合，威圧感と恐怖感を  

与えるのに効果的である。とくにオオスズメバチでほ，  

発透した大戦による威嚇酋が擬著なうえ，巣に近寄った  

相手に1～3m離れた距離で，2～4mの高さにホバリ  

ングしながら「カチカチカチ」と発し続骨，種芋が動く  

とつぶての様に飛んできて体当たりする軌。  

4）武器（大顎・毒針・毒液）による攻撃行動   

前述したハチの威嚇を無視したり，それに気が付かな  

いとき，また，木の枝や軒下の兼では巣の付着都に急激  

な振動を与えたとき，さらに土中の巣では付近を通行し  

たり巣に蔭按の振動をぢえた場合などには，轟針などの  

武器を用いた反撃となる。  

iヨ本渡のアシナガバチ亜科3属では，巣を飛び立った  

ハチは相手にぶつかった瞬間に鹿端の毒針を皮下に突き  

通し，すぐに引き抜いて飛び離れる。相手が巣の付近に  

留まると，再び空中で憾勢を立て直したのち，薄攻撃を  

加える。しかし，日本産のいずれの椰も迫撃距離は通常  

5～20mまでで巣に引さ返す。また，肇針を突き立てる  

ときは，スズメバチと異なり，相手を噛んだり脚で相手  

を捕捉しないので，毒針を同じ部位に何度も刺し続ける  

ことがない缶S〉。   

スズメバチ規では，攻撃はアシナガバチに比べて執拗  

である。轟針で相手を刺すだけでなく，空中で毒液を相  

手の体や衣類などに噴渾する。また，体当たりした際に  

6本の脚でしっかりと相手を捕捉してから，大明で噛み  

付いたまま離さず，毒針を何度も突き立てる。こうした  

ときに，手で強く払うと，噛みついた大胡とともにハチ  

の頭部がちぎれて相手の皮膚，髪，衣類に残ることがあ  

る。また，いったん果を離れて攻撃行動に参加したハチ  

は，相手の回りを飛んでいると轟や体当たりをしたとき  

は，璃針の兜輔から毒液を茅状に噴出する。これは次に  

述べるように警報フェロモンとして巣の付近にいる他の  

ハチを誘引し，飛来した個体に興潜と攻撃を引き起こす  

作用をもつ。   

スズメパテの毒嚢から分泌される霧液は，磁針を通し  

てヒトの皮下に注入されたり，噴霧されて眼，鼻，暇な  

どに入ると，発稀や腫れなどハチ輩としての生理作用を  

示すばかりでない。それが空中に放出されてと卜の皮膚  

や衣難に付着した場合，苺紋「机こ含まれる暫報フェロモ  

ンが，その部分を攻撃の標的として仲間に知らせる機能  

をもち，他のハチの攻撃行動を増幅するので，さらに袋  

中的に刺されたり招液の噴霧を受ける㈹）。  

5）警報フェロモンとその作用   

社会性カリパチの暫戒や攻撃行動は，異に対する刺激  

を直接に感知した個体によって引き起こされるばかりで  

なく，巣内や空中に放出された裔液に含まれる肇報フェ  

ロモンによって，間接的に他の個体の反応が解党される。   

これを政初に報皆したのはMaschwitz弼で，ヨーロッ  

パ藤のクロスズメバチ属の2綴，Ve叩㍑～αgermα花よぐα  

及びⅤ～．u沈なαr£βの同様の生きた働きバチを巣の入り  

日に置き，刺激して肇液を噴儲させると，果内から働き  

バチが飛び出してきて近くの物体を攻撃することに気が  

付いた。また，ホオナガスズメパテの1稚か．αre花αrまα  

では攻撃の政＊に毒液を噴弄し17〉，モンスズメバチでも  

巣が刺激を受けると苺液を空中に噴出するが8），こうし  

た行動は，前述のように同巣の他の働きバチを動員して  

攻撃を激化させる。   

その後，アシナガバチ及びスズメバチでは，毒液また  

は轟腺及び潟東の抽出物が警報フェロモン源であること  

が，多くの称で発鬼された。すなわちアシナガバチ亜料  

ではアシナガバチ属のダ0ヱ去g£だβCα托α∂e花ぶまgE7），ダ，  

e£Cgαmα托ぶ及びダ．ルscα£捉ぶ78），ホソアシナガバチの1  

様ダ0抄わiαOCC‡de几とα£；ぶ26）及び同㌘．ぶ打iceα35），チビ  

アシナガパテ属の1種月opα～よd£αrOJ符αJldg3”である。   

スズメパチ亜科ではクロスズメバチ属のⅤ～．  

germα托£cα，Ⅴ£．u㍑ヱ以gαr£ぶ31），Ⅴ£．sq㍑αmOざα3∂），  

ホオナガスズメ パテの1種ガ0～fc／‡OUe叩㍑ヱα  

βαズ0托icα弼，スズメバチ属ではオリエントスズメバチ  

Vg叩αOr£e花£αg£ぶ23）及びモンスズメバチⅤ．c柑わro汐i＞，  

さらに東アジアの熱帯に経】有のナミヤミスズメバチ  

タroue叩αα花0汀lα～αd8）などである。また，凝針が暫報  

フェロモン源となっている例もあり，ホソアシナガパテ  

の1種ダ0抄わ£αr函e£α丁重）で知られている。なお，暫報  

フェロモンの存在は確かであっても，覇者旨官との関連が  

ほっきりしていない穫として，南米のホソアシナガバチ   
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族のダ′10£opo抄わ£α αご㍑£igc沈ぬ軌疇）， 4β0£cα  

βα～ヱ£dα83）及び葦y花Oeごαぶ昆「£乃α7乃α13）などがある。   

社会性かぃヾチの暫報フェロモンとして分離された化  

合物はこれまでにはスズメバチに関する次の2例のみで  

ある0すなわち，N－3－methylbu抄1aeeねmideがクロ  

スズメパチの1種Ⅵ∴ m∽減車冊㌣及びⅤ£．  

ぶ好江αmOβαa3｝から，また2－methy－3・butQne・2－01がモ  

ンスズメパテの毒液から分離同定されている鋸〉。後者の  

場合，モンスズメバチの働きバチに対しては，題骨によ  

る懲戒威嚇，懲戒飛き乳 及び巣からの飛び立ちを誘発す  

ることが明らかになっている91）。   

北アメリカ商都に生息するクロスズメパテの1種Ⅵ．  

叩比α〃－0βαではN－3・me沈ylbutylace旭mideが同種の  

働きバチを禰引し攻撃行動を訴発する3a）。この化合物は  

同属で別亜属のネオビクロスズメバチⅤ～．u㍑如r王βの  

苺嚢の抽出物からも発見されたが，当時その機能につい  

ては確認されなかった㌔ その後，Landoltetal．811）は  

クロスズメバチの1櫻Ⅴ£．mαC㍑ヱ沖oJlぶの刺針器官か  

らの抽出物に対して，働きバチが果の周辺または攻撃対  

象への排梱飛翔，対象物に向かっての風下からの直線及  

びジグザグの飛行，および対象物へ政接ぶつかっていく  

行動を示すことを報皆した。   

こうした反応行動は巣内から飛び出してくる働きバチ  

に限られ，外役から戻ってきたハチは反応しなかったと  

いう。帰巣した個体は，矧コ付近で異変があった場合で  

も，まず塊肉へ入り込もうとして攻撃に参加しない行動  

を示すことは，日本も含めた鋸南アジアの各種のスズメ  

パチでも共通して見られる。   

北アメリカ魔のクロスズメバチの1種Ⅴ～．  

mαご昆～さ升0乃ざでは，海蛍抽出物にVZ．ぶ卯αmOぶαの懲  

報フ ェ ロ モ ン と して知 られてい る N＿3＿  

me抽ylbutyはcetamまdeが共通して存在し，両種とも  

この物質に同じ反応を示す紺。この場合，1′ま．  

ぷq㍑αmOぶαは社会寄生種としてVg．mαC㍑～紳0托ざの初  

期段階の異に侵入して，相手の女王を殺したのち，働き  

バチを労働力として利用するので，山時的に両種は同じ  

巣に共存する3丁）。したがって，寄主と同じ暫報フェロモ  

ンを利用するのは生態的にも適応的行動とみなされる。  

現在のところ，N－3－m飢hy】butylaceもamideが他のス  

ズメパチの轟液中にも含まれるか，また他種でも驚報フェ  

ロモンとしての作用をもつか，は明らかでない。  

またLandolt et al．飢）の上記の実験では，VZ．  

mαC㍑Z折orlβの 場合， 合成 さ れ た Nふ  

methylbutylacetamideは磁肇抽出物と比べて懲報フェ  

ロモンとしての作用が弱かったので，轟牽またはデュファー  

腺からの付加物も懲報フェロモンとして存在する可能性  

を指摘している。  

5．攻撃性に関与する要因  

攻撃性の発現程度にはいろいろな安国がある。種によ  

る適いがもっとも大きいが，同種でも，コロニーの発達  

段階，昼と夜，巣への干渉磨，オオスズメバチの偵察飛  

来，女王の有雲隠 巣とそれ以外の場所（例えば餌場），  

地理的分禰（亜種）などによって異なる。  

1）様による速い   

攻撃性の程度をどのような評価によって客観的に表現  

するかば，なかなか難しい。ここでほじ卜が異へ接近し  

た場合，巣上または果肉のハチがどの程度までなら許容  

するかを基準とする。すなわち巣からの距離が長い種ほ  

ど早くから相手の接近に反応し，攻撃性も破いと見なさ  

れる。   

アシナガパテでは，日本産のアシナガバチ属，ホソア  

シナガパテ属及びチビアシナガバチ偶の凱欄間ではヒト  

の接近に対する反応に顕著な逢いは見られない。いずれ  

の種も巣に麗接の振動を与えない場合，静かに巣に近寄  

れば約2mまでは巣上での麹や腹部の振動などの撃滅行  

動は普通見られない。1m程度まで近寄ると，多くの種  

でこうした懲戒行動が起こるが，その程度を相対的に示  

すと，もっとも振替なキアシナガバチを筆頭に，もっと  

も反応の弱いヤマトアシナガパテまで次のようになる  

（以下アシナガパテを省略）。  

ヰ＞コ≧ヒメホソ≧ムモンホソ＞フクモン≧セグロ≧オ  

キナワチビ≧ナンヨウチビ≧キボシ≧トかノブタモン＞  

ヤマト   

この服序は営兼戯腰とほぼ帥▲致している。すなわち，  

督房放でみると上位のキ，コ，ヒメホソ，フクモンでは  

しばしば500～1，000となるが，中位のムモンホソ，セ  

グロ，オキナワチビなどは150～300で，これまでの教  

大泉の記録でも500を超えていない。さらに，下位のキ  

ボシ，卜かノフタモン，ヤマトでは100を超える巣ほほ  

とんどない軌55〉 
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スズメバチでも日本産のスズメパチ属，クロスズメバ  

チ属及びホオナガスズメパチ偶の3属閤でほ，ヒトの接  

近に対する反応に敵潜な違いは見られず，同属内での確  

聞差の方が大きい。前述のようにスズメパチ類は巣に直  

接の振動をぢえない場合でも，近づくと巣を離れて懲戒  

や威嚇の飛翔を行ない，ときにほ毒針による攻撃を加え  

ることがあるので，アシナガパチ類に比べて防衛行動は  

積極的である。   

日本産のスズメバチのなかでもっとも攻撃性の強い秤  

とみなされるオオスズメバチでは巣から7～10mまで  

接近すると，慮初は巣日付近のハチが威嚇のために飛ん  

でくる。また，キイロスズメバチは，秋の発遷盛期の巣  

では静かに近づいた場合でも，101n位手前から懲戒の  

ハチが飛んでくることが多い。一方，もっとも温順なヒ  

メスズメバチでは掛こ十数cmまで静かに近寄った時で  

も懲戒や威嚇の飛翔は見られないことが多く，コガタス  

ズメパチも巣の前1～2mに立っても，急激な動きをし  

ない限りは出入りする働きパチは関心を示さない。とく  

にヒメスズメパテほ，巣に鷹接刺激を加えると，激しい  

羽音を立てて相手の周りを威嚇的に飛翔することはあっ  

ても，刺しにくることは柿である。   

これを相対的に並べると，日本産の社会性寄生椰で働  

きパテカストをもたないヤドリスズメバチとヤドリホオ  

ナガスズメバチの2椰を除いた14糀のスズメバチでは，  

次のようになる（以下スズメパテを省略）。  

オオ≧キイロ≧チャイロ≧モン＞ツマグロ透シダクロ≧  

クロ≧ネオビクロ≧ネオビホオナガ≧シロオビホオナガ  

≧ニッポンホオナガ≧ツヤクロ＞コガタ＞ヒメ   

この順序も営巣規模とはぼ血致しているが，アシナガ  

パチほどははっきりしていない。曹房数でみると上位の  

オオとキイロほしばしば5，000～10，000に達する大規模  

営巣椰であるが，同属のチャイロ，モン，ツマグロでは  

叔大規模でも4，000となることほ稀である。山方，シダ  

クロ．キオビクロ，クロなど小型のクロスズメバチ属は  

大きな泉ではしばしば10，000暫房を越える。しかしな  

がらキオビホオナガ，シロオビホオナガ，ニッポンホオ  

ナガなどのホオナガスズメバチ偶の種はいずれも300～  

2，000暫房で，攻撃性ほそれほど強くなく，巣へ2～  

3mまで近寄っても懲戒飛行が見られないことが多い。  

また，下位3椰のツヤクロ，コガタ，ヒメは，これまで  

の段大巣の記録でも1，500爾房を超えない小蚊械営巣種  

で，とくに股下位のヒメでは300爾房を超えることが稀  

である臥各5） 

2）コロニーの発達段階   

初めに述べたように，アシナガバチやスズメパテは温  

帯・熱帯を問わず原則として1年他の巣を営むが，汲初  

はたった1頭の女王が巣を作り，その子供である働きバ  

チが羽化してから営巣規模は急速に大きくなる。そして，  

働きバチ数が政大になった時点でオス，ついで新女王を  

育てたのち兼ほ解放する。   

こうした巣の発達状態と攻撃性の発達は密接な関わり  

があり，どの種でも働きバチ数の増加とともに攻撃性は  

高まる。女王が1頭で巣を作っている単独営巣湖では，  

アシナガバチやスズメパテの巣に蘭接いたずらをしても  

懲戒や威嚇のための飛翔はするが，刺しに来ることはば  

とんどない。攻撃性の強いキイロスズメバチやオオスズ  

メバチでも，働きパテが羽化後で数頭～十数頭の段階で  

は，静かに近寄れば巣まで2～3mでも刺しに来ること  

ば少ない。しかし，両種とも働きバチ数が数十～数百頭  

と増加するにともない，攻撃を受けずにそれと同じ距離  

まで巣に近寄ることは困滋で，その安全距離は艮くなる  

のである。   

Hermanni9）は「コスト／利益配分論」の立場から巣  

の発遜と攻撃性について説明している。たとえば，兼が  

作られて間もない場合のように投資がまだ少ないとき，  

巣内の成虫はあまり防衛行動を示さない。巣の発途につ  

れ，その投資が増えるにしたがって防符力は高まってい  

く。もし，環境灸件が良く天敵なども少なければ，没蘭  

は永続的に行われ，防衛行動もそうでない場合よりも際  

立っと貰うのである。   

ただし，粟の発達にともなって防循力が高まるという  

のは，個々の働きバチの攻撃性が強くなるということだ  

けでほない。アシナガバチやスズメバチでは，同一山巣で  

あっても，巣の発達につれ，羽化する働きパチはしだい  

に大型化していく。したがって，個体レベルでも，武粛  

としての大顎や苺針は体サイズにともなって大きくなり，  

その結果相手の受ける損傷も強まると考えられる。   

さらに巣レベルでみると，働きパチの個体数が増えた  

場合，巣内の労働力が増大し，それが外敵に対する潜在  

的防衛力として寄与する。というのほスズメパチの果肉  

では，働きバチは，帝児，道風 営巣などの仕事に費や  

す時間よりも，じっと静止したり．ぶらぶらと歩き‡司っ   
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ている時間が多く，両者をあわせると日中の活動の約半  

分の割合を占める吊）。こうした仕事への待機とみなされ  

る働きバチは，巣の発達につれ数が増えるが，いったん  

危急があった場合，ただちに巣の外へ飛び出して攻撃に  

加わるとみなされる。したがって，巣をねらう外敵に対  

して，こうした待機個体の存在は潜在的防衛力として評  

価できる。   

巣の発達とともに，種によっては営巣場所や巣の構造  

が変わるため，ヒトとの接触の機会が増加して刺激が多  

くなり，攻撃性の昂進につながる場合もある。たとえば  

モンスズメバチやチャイロスズメバチでは，屋根裏など  

の広い空間に営巣した場合，夏から秋の発達盛期には，  

巣の本体とは別に，外界との出入り口周辺や露光部を覆  

うような幅広い外被状の目張りを作る47）・55）。それはし  

ばしば長さ2～3m，幅数cm～20数cmに達するが，  

その表面には外被と同様に数十頭の働きバチが昼夜にわ  

たり留まって，警戒行動を示す。ヒトが，巣に近寄ると  

真先に飛んでくるのは，こうした目張り上に静止してい  

る働きバチである。   

スズメバチ属の3種，キイロスズメバチ，モンスズメ  

バチ及びチャイロスズメバチでは，6～8月に巣が発達  

して働きバチの個体数が増加すると，新女王の養育前に  

引っ越しを行なう巣が多い勅55）。キイロスズメバチの  

場合，最初は女王が土中，石垣内部，地上のさまざまな  

隙間，屋根裏など，狭い閉鎖空間に単独で営巣するが，  

その後大部分の巣は軒下，岩壁，橋の下などの広い開放  

空間に引っ越しをする。こうした場所で夏～秋によく見  

かけるキイロスズメバチの巨大な巣はほとんどが引っ越  

し後の巣であって，最初からそこに女王バチが巣を作っ  

ていたのではない。   

引っ越し前の閉鎖空間では巣は外から目立たないし，  

営巣規模も小さい段階なので，ヒトが巣を刺激して反撃  

を受ける機会は少ない。ところが，引っ越し後の巣は急  

速に発達するうえ，開放的な営巣環境ではヒトと接触す  

る機会が多い。巣の近くを通ったり，人家では戸の開閉  

や巣付近での急激なヒトの動き，山間の橋の下などへの  

営巣では橋の上のと卜や車の通過による振動などによっ  

て，ハチを刺激し，攻撃を受ける機会も多くなる。   

しかし，その攻撃の程度は営巣場所，日常のヒトとの  

接触状態，ヒトに石などを投げつけられるなどの干渉歴  

など，いろいろな要因によって異なり，一般化すること  

は困難である。  

3）昼と夜の違い   

目本産のアシナガバチやスズメバチはいずれも原則と  

して昼行性であるから，日没後暗くなると，外役活動は  

すべて停止する。   

アシナガバチ類のすべての種は，夜は巣の上に静止し  

た状態で過ごし，巣へ静かに近寄っただけでは警戒状態  

などの反応を示すことはない。すなわち視覚的には，夜  

間はヒトの接近に反応することばない。しかし，巣やそ  

れが付着している造巣基にヒトが息を吹きかけたり，振  

動などの刺激を与えると，麹を震わせ，いっせいに羽音  

を立てて警戒と威嚇を行なう。この時，懐中電灯などで  

巣を照らすと，一部の働きバチは巣を離れて照明を目指  

して飛んでくるし，ヒトに触れた場合はその瞬間に反射  

的に刺す。照明を消した場合，飛翔できずに地上へ落下  

し，付近を歩行しながら，人の体に触れると毒針を突き  

立てる。   

日本産のスズメバチのなかでモンスズメバチは薄暮活  

動性があり，営巣後期の8～9月には日没後も3～4時  

間は樹液採集を中心とした外役活動をする場合がある昭）。  

なお，熱帯には夜行性の社会性カリバチがおり，南米の  

ホソアシナかヾチの仲間のApo云cα属，東南アジアのヤ  

ミスズメバチ属やスズメバチ属のⅣyc比昭e叩α亜属も日  

中は巣内に静止して日没後に活動する49〉。とくに，ヤミ  

スズメバチは人家の灯火へ飛来し，分封群も走光性があ  

るので，夜間の刺症被害が少なくない軌58）。   

スズメバチ類は，上述のようにモンスズメバチを除く  

と，夜間は巣の表面や巣口付近の個体は静止している。  

しかし，大規模営巣種のキイロスズメバチ，オオスズメ  

バチ，クロスズメバチなどは，発達盛期の巣では外観上  

はハチの動きがほとんどなくても，巣内では夜通し活動  

が行なわれている。とくに造巣活動として外彼の内側を  

削りとって新育房を作ったり，育房壁の拡張などが行な  

われ，女王も産卵を続けているd7）・55）。   

夜間はスズメバチの巣が直接・間接に振動などの刺激  

を受けても，ハチの活動に必要な程度の照明がない場合  

にはハチは巣を飛び離れることはない。巣内から出てき  

た働きバチは，巣の表面ばかりでなく造巣基とその周辺  

にも移動して，触角を前方に向け麹をやや斜めに立てな  

がら警戒歩行する。この時，ヒトがハチに触れた場合は  

反射的に刺される。オオスズメバチなど土中に営巣する   
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察パテの飛来とともに，数十頭以上の懲戒バチが巣内か  

ら現われ，巣の外披上や巣ロから2～3m以内の周辺部  

を，麹を開いたまま体を激しく震わせて走り回る。いっ  

たんオオスズメバチに発見された巣では，集‡溺攻撃に至  

らなくとも，毎日，早朝から夕刻の問，たえず偵察のた  

めの飛来がある。そのため巣全体が非常に神経質になり，  

ヒトなどの接近に対しても敏感に反応し，果から7  

～15mほどに近寄るとと卜や家畜などにも攻撃を加え  

る場合が少なくない。山九 両者の戦闘が始まった墟倉  

数百頭を越える両種のスズメパテが巣の付近を乱舞し，  

互いに刺しあって激しい殺しあいを行なうが，その場合  

の攻撃対象は戦闘者に限られ，ヒトやイヌなどは現場付  

近にいても攻撃を受けることばほとんどない。  

6）女王の有無   

アシナガパテやスズメパテはいずれの種でも，働きバ  

チの羽化彼の育児期間中に女まが死亡すると，その直後  

の7～10日間は働きバチの間で，代位女王の地位をめ  

ぐって緊張が高まり，巣に対する外からの刺激に反応し  

やすくなる。その後，働噛パチの山部に産卵する個体が  

現われるが，こうした巣では産卵しない働きパチの間で  

頻繁に闘争が起こり，巣社会は不安定な状態となってい  

る62〉。したがって，同じ営巣規模の巣でも，女王の亡失  

した巣は正常な巣に比べて外からの刺激に反応しやすい。  

例えば果を振動した場合，キイロスズメバチやクロスズ  

メパテでは働きバチが巣から飛び出してくる時間が尊く  

なったり，その個体数が増える傾向がある。  

7）巣以外の場所   

社会性ハチのヒトに対する攻撃は，本来は巣を守るた  

めのものであるから，ヒトに対する威嚇や攻撃は巣に対  

する直接・間接の刺激に反応したものである。日本産の  

アシナガパチのすべてと，スズメバチでほオオスズメバ  

チを除いた全ての種は，巣を離れた場所では原則として  

ヒトを攻撃対象として襲うことはない。たとえば，野外  

で餌集めの最中の働きバチを棒でつついたりその活動を  

妨げたとしても，その場から逃げ去り，反撃して刺しに  

来ることばない。   

オオスズメバチだけは例外で，同種のほかの果の個体  

や他の動物に対して，餌場を死守する習性がある。たと  

えば，クヌギなどの樹液には時に数十頭のオオスズメバ  

チが集まって樹液を横瀬していることがある。この場合，  

すべて同じ巣の個体であって，そこへ他の巣の個体が飛   

椰では，夜間に巣を掘ると，ヒトが気が付かない聞に靴  

や衣類などの隙間から潜り込み，大腿部にたどりついて  

から刺したり，首筋から入り込んで腹部や胸部に透して  

から刺すこともある。また，照明があると，その方向に  

飛ぶことができるが，消灯すると地上に落下し，あたり  

を歩き恒lって相手を探す。  

4）巣への干渉歴   

アシナガパチやスズメバチのいずれの積もしばしば巣  

が投石などを受けたりいたずらをされていると，ヒトの  

接近に対する懲戒や反撃の行動は，そうでない動こ比べ  

て迅速になる。とくに，キイロスズメバチやモンスズメ  

パチなど大型のスズメバチ属では，こうした干渉が加え  

られていると，ふだんから外被土や累日周辺，造巣逓と  

その周辺などに待機して懲戒に従軍する働きパテが多く  

なるので，同じ営巣規模であっても外からの刺激に対し  

て紫尊く，しかも政初からより多くのハチが攻撃に加わ  

る朝） 。   

山一方，ヒトが巣の酌を歩行するだけの視覚刺激が繰り  

返されていても，動こ対する振動などの刺激をともなわ  

ない域合，巣内のハチは懲戒などの行動が鈍くなったり，  

ヒトの歩行に反応を示さなくなる。とくに人の往来の多  

い人家の斬などのアシナガバチの巣では，しばしばこう  

した現象が見られる。また，オオスズメバチでもヒトが  

頻繁に通行する山路などの傍らに営巣した場合，営巣後  

期であっても巣の前を通過するヒトの動きに煉関心に出  

入りを繰り返すことがある2）。また，キイロスズメバチ  

は地方によっては分限者バチ（山陰）やオウダイバチ  

（東海）などと呼ばれ，民家に営巣すると縁起が良いと  

して歓迎する風習がある。こうした地方では営巣初魔の  

段階から，巣に対して振動刺激を与えないように住人が  

配慮している場合，営巣後期の巨大巣から1～2m離れ  

て静かに通行しても，懲戒や攻撃行動が見られない場合  

があり，共存が可能となっている亜）。  

5）オオスズメバチの偵察飛来との関連   

前述のように，オオスズメバチは6～10月（時に11  

月）には，同所的に生息する他種のスズメパチを集慢lで  

攻撃し，相手の働きバチを僚殺しにしたうえで，果肉の  

幼虫や桶を餅として運び去る。この集団攻撃に兜がけて，  

オオスズメバチは1～数頭の偵察バチが，数日～1ケ月  

以上にわたって他種の巣に飛来するようになる。キイロ  

スズメバチ，モンスズメバチなどスズメバチ属では，偵  
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んできた場合，追い払ったり掃えて刺し殺してしまうヰ5）。  

こうした場所ヘヒトが近寄ると，大胡を開いたり，収賄  

を相手に向けて曲げ毒針をちらつかせて威嚇し，これを  

無税して近づくと刺しに来る。  

8）地理的分布（亜種）   

アシナガパテとスズメバチのいずれも，営巣規模は種  

によって血走の傾向があり，暫房数によって相対的に大  

規模営巣擁と小規模営巣種に区別される5j）。アシナガバ  

チの場合，北海道から九州まで広い分布域をもつ椰でも，  

営巣規模には地理的分布による適いははとんどない。た  

とえば，キアシナガバチは，沖縄本島や石垣偽塵と本州  

虔はいずれも別亜種であるが，轡房数は200～500と共  

通する55）。また，スズメバチでもクロスズメバチ属やホ  

オナガスズメパテ属では北海道産と本州中・南部とで両  

者の巣の大きさにほとんど違いは見られない各5）。   

しかし，稀によっては，同種でも分布域によって営巣  

規模に麒曹な速いが見られる。たとえばオオスズメバチ  

は，‡ヨ本では北海遺から九州まで分布するが，北海道や  

東北などの寒冷地の個体群に比べて，九州など温暖地の  

個体群は，背欝数や働きパチの個体数において4～5倍  

の大きさをもつ。筆者の体験では，ヒトが本種の巣に近  

寄って攻撃を受けた場合，攻撃に参加する働きバチ数は，  

秋の発達盛期の巣において，北海遵（観察地：札幌・芽  

室・北見）では通常10～30頭で最大でも50頑を超える  

ことばなかったが，九州（閲：熊本・鹿児島）では通常  

50～120頭で200頭を超える場合も見られた（松浦，未  

発表）。本椰は1頭あたりの電恩はスズメパチ亜科のな  

かで政多であるうえ，静蝕も他のスズメバチに比べては  

るかに強い飢）ので，営巣規模の大きな地方では集団で襲  

われた場合，直接の電作用だけで致死厳に適する危険が  

ある。  

おわりに  

ハチ刺症は刺校勘物による被害のなかでも廠も症状が  

激しいもののひとつであろう。人体に注入されるハチの  

磯液の嵐はわずか数〟ゼに過ぎないが，痛み，腰れ，か  

ゆみなどの山連の生理作用をひき起こし，とくにハチ苺  

アレルギー体質者にとっては澄篤状態に陥る危険性もも  

つまいき〉・21〉・勘助G3〉パ2），了3） 。スズメバチやアシナガバチな  

どの巣がある環境や営巣活働の時期には，偶発的に発座  

する刺症事故の予防策と刺傷後の処置を考慮して行動す   

る必要があり，とくにハチ轟アレルギー体質者はふだん  

から不慮の事故に備えた準爛と対応が望ま し  

い軌軌軌72） 0   

本稿では触れなかったが，スズメバチやアシナガバチ  

のハチ毒成分はヒスタミンやコリンエステラーゼなどヒ  

トや哺乳敷物などの生理活性物質と密接に閑適した成分  

が多いことが特徴であり69），ヒトという強大な捕食者の  

生理機能を逆手にとった社会性カリバチの防衛戦略とし  

て注！∃される。前述したハチ霧中の攻撃・懲報フェロモ  

ンとともに，ハチ寒の機能や役割，その成分物質につい  

ては，社会性ハチに特有の行動学や生態学と関連したいっ  

そうの解明が期待される。  

要  約  

本給視では，El本におけるハチ刺症について，主に社  

会性カリパテの攻撃行動との関連において述べた。日本  

では社会性ハチの刺痘による死者は1979～1998年の20  

年間に719名で，年平均30名となる。致命的なハチ刺  

症を引き起こすハチの仲間は，スズメパテ属Ve叩α，  

クロスズメバチ属V肉神南及びアシナガバチ属  

ダ0£is£eぷの3属が励も窓要であった。ハチ刺症による死  

者の性別は，男性は女性の4倍に達した。刺症による死  

亡者の年令は，30才以下では全体の8．4％（13／108）  

に過き、ず，81．2％は40～60才台であった。またハチ刺  

症による死亡者の大部分はハチ轟の痘接的影響でなく，  

アレルギー性（アナフィラキシーショック）に起匪ルた。   

社会性カリパチの巣に対する，哺乳動物などの大型侵  

略者に向けた防衛及び攻撃行動が螢点的に述べられ，次  

の渚点に関して考察した。すなわち，（1）生活史の特性，  

（2）巣の捕食者と寄生者，（3髄の捕食者に対する行動的な  

防衛機構，棚防衛及び攻撃行動の程度に関わる要因であ  

る。また，守衛，華皆，威嚇及び攻撃の程度は（1）種聞及  

ほ）営巣規模，（3）巣の発達段階，（4）兼への干渉歴，（5）大型  

スズメバチによる捕食，（6〉女王の有無，（7）昼夜の速い，  

（8）地理的変異（亜椰）などの猪要因が相互に関りあって  

いる。  
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図 版 説 明  

1．フクモンアシナガバチによる左手中指の刺症（＝時間後）。タヨ性22才。  

2．キアシナガバチによる左手渾鄭庇刺症（3矧問後）。男焼23才。  

3．セグロアシナガバチによる右手l＝桝邪の刺症による腫れ（＝㈲閥級）。タき独23才。  

4，セグロアシナガパチによる右手甲部の刺症による腕部の腫れ（川馴＝与ヨ後）。男性23才（野猿3と同じ）。  

5．オオスズメバチによる左脚笛の刺症（2‡ヨ後）。男軌39才。  

6．オオスズメバチによる右ひざの刺症（10【ヨ後）。女性72才。  

7．オオスズメバチの鶴針。  

8．キイロスズメバチの営巣後期の巣。夜瀾闇夢魔の働きパチが懲戒のため外被土に待機する。   
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